
学校だより7月号 

めざす児童像 
・進んで学ぶ子 

・心豊かで思いやりのある子 

・元気でたくましい子 

精華町立精華台小学校

２学期当初の予定：８月２７日（火）短縮３校時 第２学期始業式 

           ２８日（水）短縮４校時 地域児童会（４校時） 

           ２９日（木）短縮校時 給食開始 

           ３０日（金）短縮４・５校時 避難訓練 

夏休み ８月２６日（月）まで 

 

   下校時刻 

日 曜日 行        事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 
1 月 

4年生交通安全教室（3校時） 

委員会④ コミネット体験授業６年 13:10 14:15 15:05 

2 火   14:30 15:20 

3 水 地域児童会   14:15 

4 木 クラブ③ 14:30 15:20 

5 金 短4、5校時(ライトダウンデー) 12:50 13:45 

6 土     

7 日     

8 月 けいはんな公園４年 13:10 14:15 15:05 

9 火 
5年非行防止教室（6校時） 

読み聞かせ（わ・１・４） 14:30 15:20 

10 水 
全校短縮５校時  

租税教室 ６年  13:45 

11 木 
短4校時  個別懇談会① 

消費生活出前授業５年３・４ｈ 12:50 

12 金 
登校指導 短4校時 

個別懇談会② 救急救命体験5年２ｈ 

消費生活出前授業５年３・４ｈ 
12:50 

13 土     

14 日     

15 月 海の日   

16 火 
短4校時   

個別懇談会③ 12:50 

17 水 
短4校時  給食終了  

個別懇談会④ 12:50 

18 木 
短3校時  

個別懇談会⑤ 11:20 

19 金 短3校時 終業式 大掃除 11:20 

20 土 

 

21 日 

22 月 

23 火 

24 水 

25 木 

26 金 

27 土 

28 日 

29 月 

30 火 

31 水 

   『言葉遣い』について 
 

 「人を見かけで判断してはいけない」という格言がある一方，「第一印象

がとても大事」とされる人もいます。人の性格や人柄は，見かけとは必ず

一致するものではありませんが，言葉遣いは，その後の仕事や付き合いに

大きく影響するほど重要なものだと思います。 

一般的に小学校低学年では，親の言うことに素直に従いますが，中学年になると，わざと

悪い言葉を使ったり，意味を深く考えないで大人が使う言葉を真似したりし、高学年や中学

生になると，言葉遣いは兄弟姉妹や友達の影響を受けるだけでなく，マンガやテレビ，芸能

人，ＳＮＳの影響を受けても変わります。「死ね」「きもい」など，相手を傷付ける言葉や

相手を不快にさせる言葉が，普通の会話の中で口癖のように使われていることもあり、これ

では，相手を大切にするどころか，トラブルが絶えない関係になり，良好な人間関係を築く

ことは難しくなります。特に，悪い言葉遣いほど環境に左右されたり，周囲に感染したりす

るので，あっという間に広がります。また，「食べられる→食べれる」「見られる→見れ

る」などの「ら抜き言葉」や「マジ(真面目，本気，真剣などの略)」「やばい(すばらしい，

危険だなどの感動表現全般)」そして，「すみません」を「さーせん」などと短く表現する言

い方を子どもたちは使ったりしますが，気になる言葉遣いは，大人が指摘し，言葉の大切さ

や正しい言葉遣いを教える必要があると感じています。  

学校では，子どもたちが集団の中で安心して話ができる環境を整えたり，自分の思いや考

えを相手に分かりやすく伝えることができる話し方について国語科の授業や毎日の生活の中

で指導しています。 

 「言葉は人格の表現」とか「言葉はその人の精神状態を表す」と言われています。私たちが

赤ちゃんを見ると，穏やかな気持ちになり，言葉遣いや話し方が優しくなります。一方，け

んかをしているときは，相手に対して乱暴な言葉遣いになり，きつい口調になります。当

然，相手も乱暴な言葉遣いで応酬すれば，言葉は互いの心にダメージを与える武器になりま

す。本来，言葉は自分の気持ちを伝えるとともに，相手のことをより

深く理解することで，人と人をつなぐ大切なものであり，適切な言葉

遣いは，長い時間をかけて，家庭生活や学校生活，社会生活の中で人

と人のかかわりで培われていくものです。そして，発達段階や状況に

応じて，丁寧語や尊敬語を使えるようになることが求められます。 

子どもにとって家庭は，家族の声を聞き，多くの言葉を獲得し，言葉

遣いを学ぶ最も身近な環境です。家庭においてもぜひ子どもたちを認

め・励まし・褒める言葉をあふれさせてください。学校・家庭・地域が

一丸となり、優しい言葉や心温まる言葉で子どもたちを育む環境を作

り、青少年の健全育成及び非行防止に努めていきたいと考えています。 

                      （校長 鵜澤 和幸） 



  
 児童会を中心に「１年生を迎える会」を

行ったり、にこにこ班遊びをしたりと活動が

始まっています。にこにこ班とは、１年生か

ら６年生までを班に分けて活動をする異年齢

による縦割り班のことです。６年生が班の活

動を引っ張る姿は、たいへん頼もしく見えま

した。各班で自己紹介が終わった後のクイズ

では、笑顔いっぱいの和やかな雰囲気で活動

ができました。様々な学年と交流することで、たくさんの考えに触れたり、学年に応じ

た対応を考えたりと、一人一人が考えて行動する中で個々の心を成長させるのではない

かと思います。「たいよう・うみ・ほし」に分かれて、教室や運動場で楽しく活動する

姿は、とても微笑ましかったです。これからも、温かい雰囲気の中で、挑戦することや

お互いを認め合うこと、協力することなど、力を発揮し続けて欲しいと思います。「エ

ンジョイ スクール！」～みんなが楽しいと思うことのできる学校にしよう～このス

ローガンを心に、一人一人が輝く、笑顔いっぱいの学校にしていきましょう。 

のいちごさんによる読み聞かせ 

 本校では、読み聞かせボランティア「のいちご」さん

があります。子どもたちへの本の読み聞かせや図書室の

整備や装飾など、たくさんの活動を行っていただいてい

ます。朝の読み聞かせでは、学年毎に本を選んでいただき、様々なジャンルの本を読ん

でいただいています。また、先日は「１年生歓迎おはなし

会」も開かれ、巻物の大型絵本の読み聞かせに笑顔が溢れま

した。「ありこのおつかい」では、絵本の内容に合わせて、

子どもたちは楽しそうに声を出したり、笑ったりと、笑顔

いっぱいの時間となりました。今後も、おはなし会や朝の読

み聞かせもありますので、楽しみにしておいてください。 

諸費の徴収について 
 

 7月の諸費引き落とし日は７月1８日（木）です。口座からの引き落としになりますので、ご確認のほどよ

ろしくお願い致します。なお、1学期最終の諸費徴収となりますので、引き落とし不能等にご注意ください。 

 １年生 交通安全教室 
 木津警察署の方にご指導いただきました。路側帯のない道路の歩き方や

雨の日の傘の差し方など、児童が安全に登下校できるように教えていただ

きました。また、横断歩道の渡り方や車が接近したときなど、危険が想定

される場面を体育館に再現し、児童が実際に歩いて学びを深めました。  
 

 ２年生 まちのすてきを探そう 
 地域の特徴や発見したことを友だちと伝え合い、自分の身の回りには

様々な場所や多様な人々が生活していることに気付き、地域への理解を

深めることができるように学習しています。グループに分かれて働いて

いる方々へのインタビューの内容を考えたり、歩く順序について話し

合ったりと、「町たんけん」に向けて計画をし、活動しています。  
 

 ３年生 自分の住むまちについて知ろう 
 自分たちの住むまちの特色ある地形、土地の利用の様子、主な公

共施設などの場所と働き、交通の様子などを学んでいます。まち

の様子は、地形の違いや人々の生活の影響を受けて、どのような

特徴があるのかを実際に地図を見ながら「町たんけん」を通して

歩いて学習をしています。  
 

 ４年生 水育～サントリー次世代環境教育～ 

 自然のしくみや大切さを学び、実験を通して水循環や自然の素晴らしさ

を感じました。映像や対話、クイズなどから、水や水を育む森の大切さに

も気付き、未来に水を引き継ぐために何ができるか考えることができまし

た。生活の中で欠かすことのできない大切な「水」について、考えを深め

る、貴重な学習となりました。  
 

 ５年生 林間学習、農業体験活動に向けて 
 林間学習では、大自然に囲まれた宿泊施設で一人一人が役割を担い、協力し

合いながら活動を計画しました。自分たちの生活を自分たちの力でよりよいも

のに！と、学年の力を一つにして、素晴らしい体験学習となりました。また、

田植え体験を今年も地域の方々に教えていただきながら実施しました。日頃食

べている米がたくさんの手間と時間をかけてできていることに気付き、米の大

切を改めて感じられたらと思います。 

 暑さが厳しくなってきましたが、休み時間はたくさんの子どもたちが運動場に出て

遊ぶ様子が見られます。そんな元気な子どもたちなので、放課後もたくさん遊んでい

るようですが、家の近所等の道路で遊んでいることがあるようです。道路での遊びは

非常に危険ですので以下のことについて学校でも子どもたちに話をしました。保護者

の皆様におかれましても、ご協力願えたらありがたいです。 

○道路は車やバイク、自転車が通行する場所です。 

子どもは車両の運転者の死角に入りやすく、思わぬ事故に遭う危険があります。 

○車両の交通の妨げや騒音など周囲の迷惑となります。 

道路は不特定多数の人が通り、付近にも住居や他人の所有物がある場所です。道路で遊んでいると自分

自身の危険があるだけでなく、車両の通行の妨げや、遊ぶ声による騒音、近隣の住民の植栽や車に遊具

が当たることによる器物破損など、迷惑行為に繋がります。放課後は遊び方のルールを守って近所の公

園や、学校の運動場など、遊びが許される場所で遊ぶようにしていただければと思います。学校の運動

場も放課後たくさんの子どもたちが遊びに来ています。ぜひご利用ください。よろしくお願いします。 


